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韓国・ソウルに支社をもつ経営コンサルティング会社リブ・コンサルティング（本社：東京都千代田区、代表取締役：

関厳）は、この度、韓国最高峰の私立大学である延世大学行政大学院と提携し、韓国の日系企業駐在員を対象と

した経営教育プログラム「アドバンスト・エグゼクティブ・プログラム」を開講いたします。 

韓国の大学が日系企業駐在員のみを対象に教育プログラムを提供するのは、韓国史上初の取り組みです。弊社

は、設立当初より築いてきた韓国における日系企業ネットワークをもとに、本プログラムの企画・コーディネートをサ

ポートしました。 

 

■韓国における長期滞在邦人は約3万人に上る 

外務省「海外在留邦人数調査統計」によると、韓国における日系企業の拠点数は669拠点、長期滞在者数（民間企

業関係者、報道関係者、政府関係者等）は29,127名に上っています（2015年10月時点）。 

韓国でビジネスを展開していく上では、韓国社会や韓国人に対する理解は不可欠です。しかしながら、これまで日

系企業駐在員が韓国の政治経済・社会・文化について体系的に学べる場はありませんでした。 

 

■プログラムの3つの特徴  ～韓国最高の大学で、韓国最高の講師陣から、韓国社会と経営を体系的に学ぶ～ 

☞ポイント① 日系企業駐在員のニーズを徹底研究したプログラム 

今回のプログラムは、多くの日系企業駐在員にどのような知識を必要としているかヒアリングの上構成されていま

す。①韓国社会への理解を深める講座（政治経済・文化・芸術等）と、②ビジネススキルを身につける講座（マーケ

ティング戦略、オペレーション戦略等）の2本柱で、全12週にわたって12のテーマを学習します。毎回20分間の質疑

応答の時間も設け、受講生の悩みや課題に応えます。 

 

☞ポイント② 韓国が誇る最高の講師陣から学べる 

今回のプログラムの講師陣は、韓国を代表する専門家ばかり。イ・オリョン博士（韓中日比較文化研究所理事長、

初代文化大臣）、ジョン・グヒョン教授（KAIST経営大学教授）、キム・ユン会長（三養グループ会長）、シム・ギュソン

大記者（東亜日報常務）など、韓国が誇る最高の講師陣から日本語で講義を受けることができます。 

 

☞ポイント③ 韓国最高峰の名門私大である延世大学で学び、人脈を広げられる 

延世大学は、韓国の大学評価ランキングで常に国立ソウル大学の次にランクインする、1885年創立の韓国最高の

名門私立大学です。当プログラムの修了生には延世大学総長よりプログラム修了証が授与され、延世大学の同門

生となります。財界・法曹界・言論界・政界で活躍する延世大学卒業生との人脈を築くことができます。 

 

■“民間外交官”の輩出を目指して 

当プログラムは、日系企業の韓国でのビジネスの成功はもちろん、日本と韓国の架け橋となる“民間外交官”を育

成することを目指しています。日韓関係は、長らく政府主体で築かれてきましたが、これからの日韓関係構築には、

民間人が両国の架け橋になっていくことが不可欠です。当プログラムで毎年約60名の日系駐在員が韓国社会を体

系的に学び韓国国内の人脈を築くことで、帰任後も“民間外交官”として両国の民間交流増進に寄与することに対

し、韓国外交部および日本大使館からも高い期待を受けています。 

 

韓国最高峰の名門大学で、韓国が誇る講師陣から韓国社会と経営を体系的に学ぶ  

韓国初！日系企業駐在員のための経営教育プログラムを開講 

「日系企業駐在員のためのアドバンスト・エグゼクティブ・プログラム」 9月開講 
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■「日系企業駐在員のためのアドバンスト・エグゼクティブ・プログラム」概要 

 

開講期間 2016 年 9 月 21 日（水）～12 月 21 日（水）  

週 1 日（水曜日）19:00～21:30／全 12 回 

対  象 
韓国在住の日系企業駐在員または研修者 

※定員 30 名（先着順） 

内  容 

①韓国の政治外交 ・韓国政治、歴史的歩みと現在の座標 

・韓国の外交と日韓関係 
9/21（水） 

②北朝鮮と安保問題 ・北朝鮮と南北分断の理解 

・韓国の安保問題と南北関係 
9/28（水） 

③韓国でのﾘｰﾀﾞｰｼｯﾌﾟ・ 

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ戦略 

・韓国人社員マネージメントポイント 

・韓国人社員マネージメント事例 
10/5（水） 

④韓国の文化 ・韓国の伝統文化と芸術 

・K-Pop＆K-Culture 
10/12（水） 

⑤韓国でのﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ・ 

ｾｰﾙｽ戦略 

・最新マーケティング戦略と事例 

・最新セールス戦略と事例 
10/19（水） 

⑥韓国文化現場訪問 文化・歴史・政治をテーマに現場訪問 

（国会、大手芸能プロダクション本社等） 
10/26（水） 

ﾈｯﾄﾜｰｷﾝｸﾞﾊﾟｰﾃｨｰ 韓国国内各分野から全 30 名以上参加 11/2（水） 

⑦韓国企業のｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ 

戦略 

・韓国大手企業のグローバル戦略 

・韓国の貿易構造と戦略 
11/9（水） 

⑧韓国人と韓国社会 ・韓国社会の分析 

・韓国人のメンタリティー 
11/16（水） 

⑨韓国社会とマスコミ、 

人事・組織戦略 

・韓国マスコミの理解 

・韓国企業と人事・福利厚生戦略 
11/23（水） 

⑩韓国の経済と企業 ・韓国経済、激動の歴史と展望 

・韓国企業の特徴と企業文化 
11/30（水） 

⑪韓国でのｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝ 

戦略 

・韓国でのオペレーション戦略 

・現場での生産性向上事例 
12/7（水） 

⑫日系企業経営者の 

現場体験談 

日系企業経営者 2 名から聞く、 

韓国ビジネス現場での経験談 
12/14（水） 

総長主催晩餐会・ 

修了証授与式 

・総長主催晩餐会および修了証書授与 

・第 2 次ネットワーキングパーティー 
12/21（水） 

受 講 料 395 万ウォン／名 

申込締切日 8 月 31 日（水）  ※ただし、30 名に達した時点で受付終了 

申 込 先 Gateway2korea@yonsei.ac.kr  ※日本語対応可能 

※カリキュラムの詳細テーマおよび日程は変更することがあります。 

※内容詳細は http://www.libcon.co.jp/wp-content/uploads/2016/06/gatewaytokorea.pdf をご参照ください。 

※当日の取材をご希望の場合には、次ページ記載の連絡先までお問合せください。 

 

mailto:Gateway2korea@yonsei.ac.kr
http://www.libcon.co.jp/wp-content/uploads/2016/06/gatewaytokorea.pdf
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■当プログラムの講師陣（一部） 

 

 

 

 

                            

■株式会社リブ・コンサルティング 会社概要 
韓国・タイに支社をもつ、住宅不動産業界・自動車業界では日本最大級の経営コンサルティング会社。業界内のト
ップ企業を中心に、戦略立案・市場分析・マーケティング・販売支援等、幅広い領域でコンサルティングを提供。 
韓国支社においては、大手電子会社等、韓国を代表する企業ならびに大手日本企業の韓国支社を中心に、支援
実績は130社に上る。 
 
会 社 名 ： 株式会社リブ・コンサルティング （http://www.libcon.co.jp/） 
代 表 者 ： 関 厳（せき いわお） 
設 立 ： 2012年7月 
従 業 員 ： 110名（2016年7月1日現在）  
所 在 地 ：（本社）東京都千代田区大手町 1丁目 5-1 大手町ファーストスクエア ウエストタワー 20 階 

（大阪オフィス）大阪府大阪市淀川区宮原 4 丁目 1-45 

（韓国支社）ソウル特別市 永登浦區 國際金融路 10 Two IFC 15F 

        （タイ支社）Level 29, 388 Exchange Tower, Sukhumvit Road, Klongtoey Subdistrict, Klongtoey District,  

Bangkok, 10110 

事業内容 ： 総合経営コンサルティング業務、企業経営に関する教育・研修プログラムの企画・運営  

 

 
《本件に関するお問合せ先》 

 

株式会社リブ・コンサルティング  広報企画室   
TEL：03-5220-2688／FAX：03-5220-2689   

 

◎イ・オリョン博士      担当テーマ：「韓国人と韓国社会」 
 
・現職：韓中日比較文化研究所理事長、奈良県立大学名誉学長、奈良県顧問 
・前職：初代文化部長官、前中央日報顧問ほか 
・「縮小志向の日本人」（1986）、「若者よ、韓国を語ろう」（2003）ほか 
258の著書をもつ、韓国最高の知性人。 

◎ジョン・グヒョン教授   担当テーマ：「韓国経済、激動の歴史と展望」 
 
・現職：KAIST経営大学教授 
・前職：Samsung経済研究所所長、韓国経営学会会長、延世大学経営大学院院長 
・「韓国の企業経営20年」（2008）、「韓国企業のグローバル経営」（2008）等の著書を 
もつ、韓国を代表する経営学者 

◎キム・ユン会長      担当テーマ：「韓国企業の特徴と企業文化」 
 
・現職：三養グループ会長、韓日経済協会会長、韓日産業・技術協力財団理事長、 
     全国経済人連合会副会長 
・2013年韓国経営者賞受賞。韓国最古企業の一つである三養グループを率い、 
化学・食品・医薬バイオ等、幅広い領域で活躍する最高経営者 

◎シム・ギュソン大記者  担当テーマ：「韓国社会とマスコミ」 
 
・現職：東亜日報大記者・常務 
・前職：東亜日報東京支社支局長、東亜日報編集局長、東亜日報政治部長 
・韓国大手新聞社である東亜日報の元東京支社支局長であり、日韓両国の 
 マスコミに精通する大記者 

http://www.libcon.co.jp/


Gateway to Korea

日系企業駐在員のための
Advanced Executive Program

Advanced  Executive Program
Graduate School of Public Administration



大学紹介

2016년 2월 2일 화요일   A 13

법·행정 연세대, 유통·패션 서울대 1위

법·행정계열 최고위과정 선호

도 조사에서는 연세대 행정대학원 

최고위정책과정이, 유통·패션계

열에서는 서울대 생활과학대학 패

션산업최고경영자과정이 새로 1

위에 올랐다.

법·행정계열 14개 최고위과정 

평가에서 연세대 행정대학원 최고

위정책과정은 지난해 1위인 고려

대 정책대학원 최고위정책과정을 

제치고 올해 1위로 올라섰다. 고

려대 정책대학원 최고위정책과정

은 올해 5위로 자리를 바꿨다. 서

울대 행정대학원 국가정책과정이 

2위, 고려대 행정대학원 최고관리

과정이 3위, 서울대 법과대학 최

고지도자과정이 4위를 차지했다. 

법·행정계열은 조사대상자별로 

차이가 두드러졌다. 대기업 임원

은 연세대 행정대학원 최고위정책

과정을 1위로 꼽은 반면 중소기업 

임원은 고려대 정책대학원 최고위

정책과정을, 금융업 임원은 서울

대 행정대학원 국가정책과정을 가

장 선호한다고 답했다. 정부 및 공

공기관 응답자는 중앙대 행정대학

원 고위정책과정을 1위로 꼽아 눈

길을 끌었다. 

한경, 2016 대학 최고위과정 평가

정책과정, 대기업 임원은 연대·

중소기업 임원은 고대 선호

이공계열은 서울대 공대, 

언론계열은 연세대 1위

延世大学は 

差別化された
教育環境

‘真理と自由’の精神によって社会に貢献するリーダーを育成するという教育理念のも
とに、延世(ヨンセ·연세)大学は1885年創立後、「韓国最高の私学」という評価にふさ
わしい堅固な教育システムを通じて、社会の各分野にわたって多くの傑出した人材を
輩出してきました。

また、急速な社会変化の流れに足を揃え、延世大学は行政大学院最高位政策プログ
ラム(AEP)を通じて、国内経営者及び様々な分野で活躍するオピニオンリーダーを主
な対象としたトップレベルの教育を提供し、創造的な変化を先導することで、より高い
水準で人類と社会発展に貢献しています。

特に、延世大学の行政大学院最高位政策プログラムは韓国社会の各界にオピニオン
リーダーとして進出している同門ネットワークの活発な交流を誇り、国内各種の機関
で行われた調査では、全国大学最高位プログラムの評価で1位を取得するなど、名実
共に韓国一の政策大学院として認められています。

延世大学は最良の教育環境を提供するために発展を重ねてきました。 130年の歴史
と伝統を持つキャンパスは韓国近代化の遺産をそのまま保存しながらも、2015年の
大規模リフォームで「車なし道路」を作り、キャンパスを都心の美しい公園へと変化さ
せました。

現在は現代と自然が絶妙な組み合わせを誇るエコ･キャンパスとして進化し、「デート
したいキャンパス」、「家族連れで散歩したいキャンパス」としても愛されています。

また、講義室には様々な教育コンテンツをワンタッチで手軽に使える最先端施設が用
意されており、日系企業駐在員の皆様に最適なグローバル教育環境を提供しておりま
す。



招待の言葉

皆様を歓迎致します。

新しい知識を作り出して、それを受け継ぎ、また伝えることは大学に与えられた最も基本の責務の
一つと言わざるを得ません。大学は知識を伝播しながら社会と疎通し、さらには他の国、他の文化と
も対話することになります。延世大学は1885年の創立以来、常に国外とのコミュニケーションに重
点を置いて韓国と国際社会のコミュニケーションの中でも一番先頭に立ってきたと信じています。

『Gateway to Korea』は韓日関係の新たな100年を開く礎で、我が行政大学院が2016年から野心的
に推し進めるプログラムです。21世紀は感性ネットワークの時代です。単なる利益追求のために会
うのではなく、お互いを理解し共感する中で‘共にする’ネットワーク時代へと変わっています。

国交正常化51年を迎えた韓国と日本。両国がこれからの50年、100年の協力と理解の時代を開いて
いくためには互いを共感し、共に行こうとする努力が必要です。この努力こそが北東アジアの平和
を開く鍵となるでしょう。

このプログラムが韓日関係の新たな主役が生まれる産室として、また両国の未来をより幅広い疎通
と理解へと導くリーダーシップの宝庫として位置づけられることを心からお祈りします。 

延世大学総長
キム·ヨンハク(김용학) 

皆様を延世大学にご招待します。

韓国最高の名門私学、延世大学の行政大学院で新たな教育プログラム、“Gateway to Korea”を開設
します。

この特別な教育プログラムは韓国で活動する日系企業駐在員のために提供されるもので、韓国社
会の様々なシステムの特徴や要因を紹介します。韓国社会も日本と同じく複雑な原理によって動い
ている社会です。政治、外交、経済、社会、市場、文化など色々な分野の動力が有機的に作動します。

このプログラムの12週間の教育を通して、韓国社会で活躍するために最も重要な特徴を紹介しま
す。皆さんは韓国社会に対し、より深い理解力を身につけられることでしょう。 また、このプログラム
を通じて、韓日両国民の間で相互理解が進み、拡大することを期待します。

隣り合わせている両国の関係で、民間レベルでの相互理解は何よりも大事な要素です。韓国と日本
の民間交流とコミュニケーションは政府間関係よりずっと長い歴史を持ちます。これからの韓日関
係はさらに長い未来を作り出していかなければなりません。このプログラムで皆さんは韓日関係の
未来をより拡張された協力の時代へと拓く牽引車となるでしょう。

韓国、そして韓日両国の未来に深い関心を持った皆さんを延世大学の行政大学院『Gateway to 
Korea』にご招待することを光栄に存じます。 

延世大学行政大学院長
キム·キジョン(김기정) 



概要

  内容
韓国最高峰の私立大学である延世大学の有名講師陣及び各分野の著名人が、韓国でのビジネス成功に必須不可欠であ
る、韓国の政治·社会·文化·経済に対して、これまでの歴史的歩と現況、そして今後の展望を、詳しく、分かりやすくお伝
えします。さらに、韓国での人事·組織戦略及び、リーダーシップとコミュニケーション戦略など、韓国独特の社会風土に適
したビジネス戦略を現場中心の事例を通じてご説明します。
また、延世大学と繋がり深い各分野のキーパーソン及び経営者ネットワークを共有し、韓国でのビジネス成功を幅広くサ
ポートします。

  プログラム対象及び定員
・ 対象 ： 韓国在住の日系企業駐在員、又は研修者
・ 定員 ： 1期30名限定 (※先着順)

  プログラム期間 ： 全12週、週1日(水曜日)、19時～21時半、2時限構成
(※18時～19時に休憩室にて夕食を提供致します)
(※欠席される方には、授業内容を記録した動画を提供します)

  登録費 ： 395万won(KRW) 　　　
　　　　　　

  講義言語 ： 日本語(※場合により同時通訳を行う)

  開講日及び登録期間
・ 開講日 ： 2016年9月21日
・ 募集期間 ： 2016年6月27日～8月31日
・ 登録期間 ： 2016年8月1日～8月31日(※30人登録時点で受け付け終了)

Gateway to Korea、AEPとは
プログラム

紹介 延世大学行政大学院が新しくローンチングする 
日系企業駐在員のためのプログラムです



特典

  総長からの修了証授与
修了者には、延世大学総長名義の「延世AEP修了証」が授与され、「延世大学同門生」となります。「学縁」等、人脈が重視さ
れる韓国社会にて、延世大学の同門生になることで、ビジネス現場だけでなく、韓国での生活において多方面で活躍する
ことが出来ます。

  国内高級ネットワークの構築
1期2回にわたる「ネットワーキングパーティ」を通じて、 延世大学が持つ財界・法曹界・言論界・政界などの幅広いネットワ
ークを共有することによって、韓国でのビジネスの成功に力強い「仲間」を作ることが出来ます。

  語学堂の登録費割引
国内最高の韓国語教育機関である、「延世大学語学堂」の授業料20%割引を、「AEP」登録者だけでなく、同じ会社の駐在員
及び家族にまで提供します。

  セブランス病院の健康診断サービス割引
韓国最高の大学病院である「セブランス病院」の健康診断サービスを、「延世大学同門生」として特別割引期間に20~30%
割引します。

プログラム
紹介

Advanced 
Executive 
P r o g r a m



週 テーマ 内容 

1 韓国の政治外交 
1時限 :  韓国政治、歴史的歩みと現在の座標 
2時限 :  韓国の外交と日韓関係 

2 北朝鮮と安保問題 
1時限 :  北朝鮮と南北分断の理解 
2時限 :  韓国の安保問題と南北関係 

3 
韓国でのリーダーシップ ·
コミュニケーション戦略 

1時限 : 韓国人社員マネージメントポイント 
2時限 : 韓国人社員マネージメント事例 

4 韓国の文化 
1時限 : 韓国の伝統文化と芸術 
2時限 : K-Pop ＆ K-Culture 

5 
韓国でのマーケッティング ·

セールス戦略 
1時限 : 最新マーケティング戦略と事例 
2時限 : 最新セールス戦略と事例 

6 韓国文化現場訪問 文化/歴史/政治をテーマに現場訪問 
(例：国会/大手芸能プロダクション本社、等) 

中 
ネットワーキング 

パーティ 

韓国でのビジネス成功のための、 
延世大学ハイレベルネットワークを構築 
(※ 韓国国内各分野から全30名以上参加) 

週 テーマ 内容 

7 韓国企業の グローバル戦略 1時限 : 韓国大手企業のグローバル戦略 
2時限 : 韓国の貿易構造と戦略 

8
韓国人、そして、

韓国社会 
1時限 : 韓国社会の分析 
2時限 : 韓国人のメンタリティー 

9 
韓国社会とマスコミ 1時限 : 韓国マスコミの理解

韓国での人事・組織戦略 2時限 : 韓国企業と人事・福利厚生戦略

10 韓国の経済と企業 1時限 : 韓国経済、激動の歴史と展望 
2時限 : 韓国企業の特徴と企業文化 

11 韓国でのオペレーション戦略 1時限 : 韓国でのオペレーション戦略 
2時限 : 現場での生産性向上事例 

12 日系企業経営者の現場体験談 日系企業経営者2名から聞く、 
韓国ビジネス現場での経験談 

末 総長主催晩餐会·修了証授与式 総長主催晩餐会及び修了証授与 
(※ 第2次ネットワーキングパーティ) 

前期 

後期

(※講師の事情などにより、カリキュラムの詳細テーマ及び日程を変更することがあります）

カリキュラム



Advanced 
Executive 
P r o g r a m

1次 Networking Party

修了証授与式及び、2次Networking Party

ビジネス、特に新たな舞台への進出と成長を成し遂げるためには現場でのネットワークは必須不可欠な要素です。

延世大学のAEPでは日系企業駐在員の皆様が韓国でのビジネス成功だけでなく、より楽しく活気あふれる活動をサポートする
ため、延世大学が持つ財界・法曹界・言論界・政界における幅広いネットワークを共有できる機会を提供します。

延世大学が生んだ韓国社会のオピニオンリーダー、経営者、そして当プログラムの講師陣を招待するNetworking Partyは、皆様
のビジネスの成功における力強い「仲間」作りの場となるでしょう。

当AEPの全過程を修了した方には、延世大学総長名義の「延世AEP修了証」が授与され、「延世大学同門生」となります。

また、韓国最高の名門私学である延世大学の同門生になることを祝う授与式では、1次Networking Partyとはまた違う、韓国社
会で大きく活躍する同門生の方々及び講師陣を招待し、2次Networking Partyを開催します。

この2回に渡るネットワークづくりを通じて、参加者皆様の韓国でのビジネス活動を積極的にサポートしていきます。

Networking 
Party



 Gateway to Korea の全講座には、日系企業駐在員のための韓国の政治・ 

経済・社会・文化及び、韓国でのビジネス戦略における最高の講師陣を構成し

ております。

イ・オリョン(이어령) 博士

*(現)韓中日比較文化研究所理事長
*(現)奈良県立大学名誉学長
*(現)奈良県顧問
*(前)初代文化部長官
*(前)梨華女子大学碩座教授
*(前)中央日報顧問

ソウル大学国語国文学学士
檀國大學校国語国文学博士

* 『縮小志向の日本人』(1986)
* 『  Red Devil(韓国代表応援団)文化コードで読む21

世紀』(2002)
* 『若者よ、韓国を語ろう』(2003)
* 『人文学コンサート』(2011)
*   その他、全258の著書を持つ韓国最高の知性人が

韓国社会と韓国人に対して100分間特別講義を行
います。

テーマ：「韓国人と韓国社会」

カン・イントク(강인덕) 博士

*(現)日本聖学院大学名誉教授
*(前)統一部長官
*(前)中央情報部北朝鮮情報局長 
*(前)中央情報部心理戦局長
*(前)極東問題研究所所長　

韓国外国語大学ロシア語課学士
慶熙大學政治学博士

* 『北朝鮮全書』(1974)
* 『共産主義 批判』(1981)
* 南北関係なぜいつも断絶するのか(1995)
*   北朝鮮問題における韓国最高の権威者であるカ

ン元統一部初代長官が南北関係の歴史と韓国の
安保問題を詳しく説明します。

テーマ：「北朝鮮と韓国の安保問題」

ジョン・グヒョン(정구현) 教授

* (現)KAIST経営大学教授
* (前)Samsung 経済研究所所長
* (前)韓国経営学会会長
* (前)延世大学経営大学院院長

ソウル大学経営学学士     
ミシガン大学大学院経営学博士

* 『革新の時間』(2016)
* 『韓国の第３セクター』(2016)
* 『我々はどこに向かっているのか』(2013)
* 『韓国の企業経営20年』(2008)
* 『韓国企業のグローバル経営』(2008)
*   韓国を代表する経営学者が韓国経済の歴史と現

状、そしてその展望をわかりやすくお伝えします。

テーマ：「韓国経済、激動の歴史と展望」

キム・ユン(김 윤) 会長

*(現)三養グループ会長 
*(現)韓日経済協会会長
*(現)韓日産業・技術協力財団理事長
*(現)全国経済人連合会副会長

高麗大学経営学学士
Monterey Institute of 
International Studies MBA

* 2013年、韓国経営者賞
* 2007年　金塔産業勲章

韓国最古企業の一つと言われる三養グループを
率い、化学、食品、医薬バイオ等、幅広い領域で活
躍する最高経営者

テーマ：「韓国企業の特徴と企業文化」

主な講師陣



シム・ギュソン(심규선) 大記者

* (現)東亜日報大記者(常務)
* (現)東亜日報コンテンツ企画本部長 
* (前)東亜日報東京支社支局長
* (前)東亜日報編集局長
* (前)東亜日報政治部長

ソウル大学国語教育学学士

キム・サンジュン(김상준) 教授

* (現)延世大学政治外交学科教授
* (前)延世大学対外協力処長
* (前)現代日本学会会長

延世大学政治外交学学士
慶応大学大学院政治学修士
University of Chicago 政治学博士

Helen J.S.Lee(이헬렌) 教授

*   (現)延世大学Underwood 国際大学
副教授

Washington University, St. Louise 学士
Cornell University 修士
University of California, Irvine 博士

イ・ソンゴン(이성권) 兼任教授 
* (現)東義大学兼任教授
*       (前)KOTRA(韓国貿易投資振興公社)  

常任監査
* (前)国会議員
* (前)駐日本神戸総領事

釜山大学哲学科学士
早稲田大学国際関係学修士

*   韓国大手新聞社である東亜日報の元東京支社支
局長であり、日韓両国のマスコミに詳しいシム大
記者が、韓国社会におけるマスコミの特徴と役
割、そしてその影響に対して詳しく説明します。

テーマ：「韓国社会とマスコミ」

その他、情報公開不可能な現役政府関係者を含め、超豪華講師陣が構成され

ております。紙面上の制限がございますので、全講座の講師陣情報をお求めの

方は、次の宛先にてご申請いただければ資料をお送り致します。

宛先：gateway2korea@yonsei.ac.kr

* 『韓国の大統領リーダーシップと国家管理』(2013)
* 『再生する都市空間と市民参画』(日文、2014)
*   日本政治変化が総理の任期に与えた影響 (2013)
* 日本の安全保障と軍事活動性(2013)
*     延世大学が誇る日本政治専門家が、中立的観点か

ら日韓関係の歴史とあるべき姿を語ります。

テーマ：「韓国の外交と日韓関係」

* 『Reading Colonial Japan: Text, Context, and
 Critique』(2012)

* 『 Besieged Peace, Refracted War Memory: A 
Study of Kure, the Naval Port of Hiroshima Bay』
(2015)

*   日本、そして日本社会を最も客観的観点で研究して
きた実力派教授。

テーマ：K-Pop & K-Culture

* 『人災共和国を超え』(2015)
* 『疎通は権力を勝つ』(2011)
*   日本での留学の際には、自民党の河野太郎議員の

秘書を務め、また、国会議員になっては韓日議員
連盟で活躍するなど、日本に最も詳しい政治家と
して名を挙げるイ兼任教授が、韓国の貿易構造と
戦略に対して語ります。

テーマ：「韓国の貿易構造と戦略」

主な講師陣



祝    辞

このたび、延世大学において、韓国駐在の日系企業の方々を対象とした講義プログラム
「Gateway to Korea」を開始されることになったことにつきまして、こころよりお祝いの言葉を

述べたいと存じます。

韓国経済界に数多くのリーダーを輩出し、日本とも幅広い協力関係を有する延世大学が、そ
のネットワークと知見を生かして、韓国駐在日系企業の実際のニーズに即した様々なテーマ
に関する講義を提供することは、日韓経済関係の新たな飛躍のための機会と挑戦を前に仕
事をしている全ての人々にとって、非常に時宜を得たことであり、私としても大変嬉しく思い
ます。

このプログラムが、参加される日系企業の方々の韓国におけるビジネスの一層の促進につな
がることにより、日韓経済関係の深化、ひいては日韓関係全体の発展に寄与することを期待し
ております。

2016年6月
駐大韓民国日本国特命全権大使

別所 浩郎

何よりも、延世大学行政大学院に日系企業駐在員のための最高位過程が誕生することになっ
たこと、心からお祝い致します。また、そのため貢献していただきました延世大学の関係者の
皆様に深く感謝いたします。
振り返ってみれば、過去から日韓両国関係は「近くて遠い」関係でありました。同時に、両国はお
互い最も近い隣国として急変する国際舞台で肩を並べ、21世紀アジア太平洋時代を主導的に
切り開らくため、未来志向的な同伴者関係を構築していかねばならない関係でもありました。
今、世界史的な流れや東アジアの変化過程からしても、日韓両国の協力は過去に例を見ぬほ
ど最も緊要な時期であり、このような時こそ強く要望されるものが、日韓両国の民間交流とお
互いに対する高い理解力を持つ人たちの間でのネットワーク形成であります。
このような時期を迎え、韓国に在住する日系企業駐在員の方々と、韓国の大学が交流の架橋
を設けるということは大いに励みになることであると存じます。 
このような交流が韓国にいらっしゃる日系企業駐在員の皆様にとって、経済活動においての
成功だけでなく、韓国に対する広く正確な理解と、韓国社会への迅速な適応、さらに、日韓両
国の真の関係改善における主役になれる機会になることと期待しております。

2016年 6月 
韓日親善協会中央会　会長
(前)国会議長
キム・スハン(김수한)

Advanced Executive Program



推薦の辞

「近くて遠い国」とか「似て非なる国」と称される韓国は隣国であれ、まさに外国です。
縁あって韓国で勤務される駐在員の皆さんは経営をする上でも、日常生活でもその異文化に
何かと戸惑われることが多々あるのではないでしょうか。

この度、韓国最高峰の延世大学が「Gateway to Korea」なるAEP（Advanced Executive 
Program）を開講されます。その狙いは次のようなものです。 

（１）韓国の政治·社会·文化·経済についての歴史的歩みと現況、今後の展望などの解説
（２）  韓国での人事·組織戦略、リーダーシップとコミュニケーション戦略など韓国独特の社

会風土にマッチしたビジネス戦略の解説
（３）  延世大学と繋がり深い各分野のキーパーソン及び経営者ネットワークの共有と、韓国で

のビジネス成功のための幅広いサポート。
これらは日韓経済関係の新たな飛躍のための機会と挑戦を前に仕事をしている全ての人々
にとって、非常に時宜を得たもので正に「Gateway to Korea」あると確信します。
私が1998年のアジア通貨危機時、韓国富士ゼロックス再建のために赴任した時にこのような
プログラムがあればもっと助かったのではないかと羨ましく思います。

金＆張常任顧問
元韓国富士ゼロックス 代表取締役会長

SJC(Seoul Japan Club) 名誉顧問
高杉暢也

このたび、延世大学において「Gateway to Korea」プログラムを開始されることになられたこ
と、こころよりお祝い申し上げます。
私は富士ゼロックス総合教育研究所にて長く日本の大手企業の経営者早期選抜育成事業を
させていただきましたが、本プログラムを初めて拝見した時、韓国で日々努力されている日本
人経営者の方々にとって大変役に立つ素晴らしいプログラムだと思いました。
延世大学は多くのリ－ダ－を輩出されてこられたとともに日本とも大変幅広いネットワ－クを
有していらっしゃるいるからこそこのような素晴らしいプログラムが可能だと思います。
在韓日系企業の方々の様々なニ－ズを満足させるレベルの高い講義内容は、単に日系企業
の経済活動に寄与するだけではなく、日韓両国の理解と調和の増進に必ず寄与すると期待し
ております。

株式会社ユナイテッドブックス 代表取締役
株式会社ブック21 取締役海外事業本部長
神澤享裕

Advanced Executive Program



03722 大韓民国ソウル特別市西大門区延世路50番地

お問い合わせ(※日本語対応可能)

•e-mail : gateway2korea@yonsei.ac.kr      •電話：0508-5181-7868

登録申し込み案内
第1期(2016年9月)、延世大学『Gateway to Korea-日系企業駐在員のためのAEP」へ登録ご希望の方は、次の情報をメールに記入
し、右下の宛先までお送りください。

  氏名：漢字(ふりがな)/英文　
  所属·肩書(職名)
  連絡先：e-mail / 電話番号(携帯)

宛先：gateway2korea@yonsei.ac.kr
メールを送りいただいた方に「登録書」ファイルを返信しますので、そちらを記入して返送していただくことになります。

※ 第2期(2017年3月)優先申し込み受付 

第2期への登録をご希望の方を対象に優先登録を受け付け致します。

第1期への登録が困難であり、第2期への登録を事前確定しておきたい方は、メールに「第2期登録希望」と書いた上、上記の~
の内容を同宛先までお送りください。


